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天
皇
陛
下
が
国
内
外
に
御
即
位
を
宣
明
さ
れ
る
「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」
に
10
月
22
日
、
臨
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
天
台
宗
で
は
11
月
5
日
に
「
天
皇
陛
下
御
即
位
奉
祝
法
要
」
を
森
川
宏
映
天
台
座

主
猊
下
を
大
導
師
に
、
比
叡
山
延
暦
寺
大
講
堂
で
奉
修
す
る
。
ま
た
同
日
は
、
桓
武
天
皇
陵
へ
の

参
拝
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
発
足
50
周
年
記
念
式
典
も
行
わ
れ
る
。
杜
多
道
雄
宗
務
総
長
は
「
天

台
宗
を
挙
げ
て
御
即
位
を
寿
ぎ
、
開
宗
を
認
め
て
い
た
だ
い
た
桓
武
天
皇
に
報
謝
し
、
宗
祖
伝
教

大
師
の
御
誓
願
を
再
確
認
す
る
機
会
に
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
宗
祖
伝
教
大
師
最
澄
さ
ま
は
、

よ
り
深
く
天
台
教
学
を
学
び
た
い

と
桓
武
天
皇
に
願
い
出
ら
れ
た
後

に
入
唐
求
法
さ
れ
、
多
く
の
経
典

や
法
具
を
携
え
て
帰
国
。『
法
華

経
』
に
基
づ
い
た
「
す
べ
て
の
人

が
仏
に
成
れ
る
」
と
い
う
天
台
の

教
え
を
日
本
に
弘
め
る
た
め
、
天

台
法
華
宗
の
設
立
許
可
を
願
い
出

て
、
延
暦
25
年
（
8
0
6
）
1
月

26
日
に
年
分
度
者
2
名
認
可
の
官

符
が
発
せ
ら
れ
た
。天
台
宗
で
は
、

こ
の
日
を
開
宗
記
念
日
と
し
て
い

る
。

　
時
の
桓
武
天
皇
は
、
平
安
京
遷

都
と
東
北
地
方
平
定
に
伴
い
日
本

全
土
を
統
一
し
、
平
和
な
世
作
り

を
目
指
し
て
い
た
。
国
や
人
び
と

を
救
済
す
る
菩
薩
僧
の
育
成
に
尽

力
さ
れ
た
伝
教
大
師
の
御
誓
願

は
、
桓
武
天
皇
に
と
っ
て
新
時
代

を
築
く
支
柱
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
天
台
宗
が
「
桓
武
天
皇
御
願

の
宗
」
と
も
言
わ
れ
る
由
縁
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
皇
室
と
深
い
御

縁
で
結
ば
れ
て
き
た
経
緯
か
ら
、

杜
多
内
局
は
奉
祝
法
要
の
奉
修
を

発
願
し
た
。

　
ま
た
、
伝
教
大
師
の
ご
精
神
を

現
代
に
活
か
す
た
め
に
始
め
ら
れ

た
「
一
隅
を
照
ら
す
運
動
」
が
50

周
年
を
迎
え
る
。
そ
れ
を
機
に
、

令
和
の
新
時
代
へ
運
動
理
念
を
再

確
認
し
、
今
後
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　「
目
か
ら
鱗

う
ろ
こ
が
落
ち

る
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
。
意
味
は
「
何
か
を

き
っ
か
け
に
、
今
ま
で

分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と

が
突
然
、分
か
っ
た
り
、

間
違
い
に
気
づ
い
た
り

す
る
こ
と
」
だ
▼
近
頃

は
縮
め
て
「
目
か
ら
鱗
」
と
い
う

言
い
方
も
若
い
人
の
間
で
は
増
え

た
。
こ
の
言
葉
の
語
源
に
つ
い
て

は
、知
ら
な
い
方
も
多
い
の
で
は
。

実
は
当
方
も
知
ら
な
か
っ
た
が
、

こ
れ
は
新
約
聖
書
か
ら
き
て
い
る

そ
う
だ
▼
使
徒
パ
ウ
ロ
が
ま
だ
サ

ウ
ロ
と
呼
ば
れ
て
い
た
頃
、
彼
は

キ
リ
ス
ト
教
徒
迫
害
の
急
先
鋒
に

立
っ
て
い
た
。
あ
る
時
、
パ
ウ
ロ

は
天
か
ら
光
を
受
け
て
倒
れ
る
。

我
に
返
る
と
失
明
し
て
い
た
。
そ

の
三
日
後
、
主
に
よ
っ
て
遣
わ
さ

れ
た
主
の
弟
子
ア
ナ
ニ
ア
に
よ
っ

て
パ
ウ
ロ
の
目
か
ら
鱗
の
よ
う
な

も
の
が
落
ち
、
パ
ウ
ロ
は
視
力
を

取
り
戻
す
。
こ
の
後
、
パ
ウ
ロ
は

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
る
の
だ
。「
サ

ウ
ロ
の
回
心
」
と
言
わ
れ
て
い
る

が
、「
目
か
ら
鱗
が
落
ち
る
」
と

い
う
言
葉
は
こ
の
故
事
に
基
づ
い

て
い
る
と
い
う
▼
最
近
、
目
か
ら

鱗
が
落
ち
た
こ
と
は
、
テ
レ
ビ
の

天
気
予
報
で
の
こ
と
。
気
象
予
報

士
は
降
水
確
率
0
％
を「
ゼ
ロ
％
」

と
は
言
わ
ず
「
レ
イ
％
」
と
い
う
。

ず
っ
と
気
に
も
し
て
い
な
か
っ
た

が
、
こ
れ
は
ゼ
ロ
が
「
全
く
無
い

こ
と
」
を
さ
す
の
に
対
し
て
、
レ

イ
の
元
に
な
る
漢
字
の
「
零
」
に

は
「
極
め
て
小
さ
い
」
と
い
う
意

味
も
あ
る
た
め
だ
そ
う
だ
。
完
全

に
「
降
ら
な
い
」
と
は
言
え
な
い

だ
け
に
「
そ
う
な
の
か
」
と
思

う
。
こ
の
説
の
真
偽
は
分
か
ら
な

い
が
、
本
当
な
ら
「
目
か
ら
鱗
が

落
ち
る
」
話
で
は
あ
る
。
　 

　
11
月
5
日
は
、
天
台
宗
内
局
、

宗
議
会
、
宗
務
所
長
会
の
代
表
者

ら
が
京
都
市
伏
見
区
の
桓
武
天
皇

陵
を
参
拝
し
法
楽
を
捧
げ
る
。
そ

の
後
、
11
時
よ
り
延
暦
寺
大
講
堂

で
、
森
川
宏
映
座
主
猊
下
を
大
導

師
に
、
奉
祝
法
要
を
厳
修
す
る
。

　
宗
議
会
と
宗
務
所
長
会
の
代
表

者
ら
が
出
仕
予
定
で
、
宗
と
延
暦

寺
内
局
員
、
宗
内
諸
大
徳
ら
が
随

喜
し
、
雅
楽
と
奉
祝
舞
で
天
皇
陛

下
の
御
即
位
を
祝
す
。

　
ま
た
午
後
か
ら
は
、
一
隅
を
照

ら
す
運
動
発
足
50
周
年
記
念
式
典

が
あ
り
、
運
動
の
更
な
る
発
展
を

決
意
し
、
次
の
50
年
、
百
年
へ
と

続
く
時
代
の
幕
開
け
を
告
げ
る
。

　
法
要
に
向
け
て
杜
多
宗
務
総
長

は「
令
和
の
新
時
代
を
迎
え
た
が
、

今
な
お
人
の
命
が
簡
単
に
奪
わ
れ

る
な
ど
殺
伐
と
し
て
い
る
。『
生

命
』、『
共
生
』、『
奉
仕
』
と
い
う

実
践
目
標
を
掲
げ
て
い
る
一
隅
を

照
ら
す
運
動
は
、
い
ま
だ
か
ら
こ

そ
国
を
救
う
、
精
神
的
支
柱
に
な

り
え
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
我
々
自

身
も
再
確
認
す
る
意
義
が
、
こ
の

法
要
に
あ
る
と
思
う
。
新
し
い
天

皇
陛
下
の
も
と
で
、
我
が
国
が
伝

教
大
師
の
浄
仏
国
土
建
設
の
御
誓

願
が
実
現
さ
れ
る
よ
う
な
世
の
中

に
す
る
た
め
に
、
我
々
も
、
天
台

宗
の
教
え
を
再
確
認
し
、
新
た
な

活
動
へ
の
き
っ
か
け
に
し
た
い
。

『
も
し
伝
教
大
師
が
今
お
ら
れ
た

ら
、
こ
の
世
の
中
を
ど
う
ご
覧
に

な
ら
れ
る
だ
ろ
う
』
と
考
え
な
が

ら
、
布
教
や
行
動
へ
繋
げ
る
機
会

に
で
き
れ
ば
」
と
願
い
を
語
っ
て

い
る
。

大
導
師
に
森
川
座
主
猊
下
を
迎
え

｢天皇陛下御即位奉祝法要｣ を奉修
11 月 5日、比叡山延暦寺大講堂にて

桓
武
天
皇
陵
の
参
拝
、
一
隅
を
照
ら
す
運
動
50
周
年
記
念
式
典
も

桓武天皇柏原陵（かしわばらのみささぎ）。京都市伏見区桃山町


